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審査要旨 
 本論は、考古学を中心にしながら平安京の造営過程を総合的に明らかにしようとする意欲的な論文
である。従来は文献史料の分析が主であった古代都城研究に、考古学の発掘調査で明らかになった条
坊遺構や建物址など各施設の比較検討を加え、瓦や木簡など出土遺物に緻密な分析をおこない、さら
に文献史料や絵図面なども参考にして、平安京造営過程を解析するのに成功している。 
 まず平安京の研究史を丹念に調べ、有職故実書など文献史料の検討から戦後における発掘調査の増
大によって都城研究が飛躍的に進展し、具体的な様相を復元できるまでになったと指摘する。その上
で藤原京、平城京、長岡京、平安京など古代都城の変遷を跡付けている。 
古代都城の構造には、条坊プランを計画的に設定し、宮城も計画線の中に収める「計画線閉合型」
と、中軸線上にまず宮を造営し、必要に応じて京域の条坊を施工、拡張していく「中軸線開放型」の
二つがあるとする。藤原京や平城京、平安京は前者で、恭仁京や長岡京は後者に属するとしている。
おなじ「計画線閉合型」でも平城京は道路幅の広狭によって宅地に大小の差が生じているが、平安
京ではこの欠点を是正し、一定の法則にもとづき道路幅や宅地を割り付け、同一規格の宅地面積と整
然とした条坊と町並みを完成させたとみている。 
このように平安京は、先行する平城京や長岡京の経験を取り入れ、もっとも規格性が強く完成度の
高い都城になったと、条坊や寺院址、東西市や門址などの位置や割付から論証している。 
 平安京の具体的な造営過程については、各建物址から出土した軒瓦と瓦を生産し供給した瓦窯との
関係から確かめている。 
天皇の住まいである内裏は、平安京の中で最も早く造営に着手した施設である。内裏推定地からは、
藤原宮式や平城宮式などの旧都瓦や長岡宮内裏地区で使用した長岡宮式軒瓦などの搬入瓦が多く出土
している。これは長岡宮内裏の解体資材の多くを、まず平安宮内裏に運んだ事実を示すという。 
内裏と同様に旧都からの搬入瓦が大半を占めるのは、太政官・中務省をはじめとする朝堂院東方の
曹司群である。実務的官司である曹司群では執政上の空白は許されず、完成を急いだ様子を明らかに
している。 
 これに対して大極殿の造営は、当初から新調瓦が意図され、緑釉軒瓦による荘厳がおこなわれたの
である。このために西賀茂醍醐の森瓦窯や大阪岸部瓦窯で瓦を焼成していたが、緑釉瓦については量
産可能な岩倉栗栖野瓦窯へと工人や瓦笵を移して、緑釉瓦の生産・供給が本格化した。この場合は、
すでに緑釉陶器生産の中心地であった栗栖野に瓦工人を移動させて、緑釉瓦の増産を図ったとみなし
ている。 
 大極殿と併行して造営をはじめた朝堂院では、造営箇所によって使用瓦が異なっている。旧都から
の搬入瓦とともに西賀茂瓦窯や岸部瓦窯など新たに操業を開始した瓦窯群からも供給をうけている。
 豊楽院は新たに組織した造宮職が主体となり、栗栖野瓦窯、西賀茂瓦窯、岸部瓦窯の製品が多い。
豊楽院南東域から摂津四天王寺同笵軒瓦セットと河内青谷式軒瓦が出土している。淀川水系の瓦であ
り、背景に平安宮造営を推進した和気清麻呂との関係を示唆する貴重な資料と指摘している。 
  平安宮の瓦は、栗栖野瓦窯の緑釉瓦を除くと、造営当初より一貫して西賀茂瓦窯から瓦の供給を
受けており、岸部瓦窯産瓦の生産と供給はやや後出的であるとみる。両窯の同笵瓦で比較すると、 
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笵傷の進行や木目の荒れ方など微細な観察によって、従来の説とは逆に西賀茂瓦窯から岸部瓦窯への
展開が見て取れると重要な指摘をおこなっている。 
また西賀茂瓦窯から「官」銘瓦とともに「近」銘瓦が多数出土する。造宮使とともに平安遷都を支え
た近衛府が強く関係していたと想定している。つまり平安宮造営における瓦生産は、基本的には西賀
茂瓦窯を拠点として進められていた実態を明らかにしたといえる。 
 延暦二十四年には平安宮の諸施設はほぼ完成したため、造宮職を廃止している。 
 その後は、西賀茂、岸部の両瓦窯の操業も一段落し、組織的な変革がおこなわれ新たな官窯体制に
再編成される。嵯峨朝には大山崎瓦窯に瓦笵を運び込み新たに瓦生産を始めている。嵯峨院や山崎離
宮などの京外離宮の造営にともなって、新たな官窯体制が再編成されていくとする。平安京近郊の大
山崎の地理的･歴史的重要性を考慮し、淀川―桂川水系の施設整備を円滑におこなうために、水系の中
心で官窯として大山崎瓦窯が操業を開始したと指摘している。 
 延暦十三年（794）十月に桓武天皇が遷都した新都は、比叡山や東山、鴨川や桂川に囲まれた山紫水
明の地で、かつ交通の要衝に位置し、「平安楽土、万年春」の祈りをこめて平安京と名づけられた。 
 長岡京造営から僅か 10 年という短期間で平安京に遷都をおこなった理由として、造営遅滞説、怨霊
畏怖説、自然災害説、都市機能未整備説などさまざまな説が唱えられてきた。しかし長岡京遷都は、
大和の旧勢力から離脱するため造営準備が十分には整わない段階での急な遷都だったので、向日丘陵
上の宮と平地の京域造営との間に大きな齟齬が生じてきた。都城建設の進行にともなって新王権の正
都としての体裁を保ちがたい状況を露呈してきた点が、新たに平安遷都を企てる大きな要因になった
と新説を提示している。 
 平安京は桓武天皇が二度にわたって実施した造都の帰結点である。長岡京造営の挫折を克服し、綿
密な造営計画のもとで時間をかけて施工された。細部まで計算しつくされた条坊構造や諸施設の配置
と建設は、桓武天皇の新たな都城造営に対する夢と理想と現実が現れているとする。 
平安京は、その後も京の整備が進んでゆく。平安時代後期における鴨東白河地域の開発に当たって
も、二条大路末の平安京条坊を基準として整然と街区を形成し、白河御所や六勝寺などを造営してい
る。10 世紀以降でも完成した平安京の基本構造を理念としてしっかり継承し、きわめて高い精度で平
安京の造営基準を踏襲している。平安京は、古代都城の理想形態としてその後の都市形成の基準とな
り、最も完成された都城の手本と位置づけられるようになったと指摘している。 
 本論文には出土資料や文献で欠落している例があるものの、論を進める上で大きな支障になるほど
ではない。むしろ既発表の論文に手を加えて、最新のデータや論文で補っている点は、研究者として
の責任感と資質の高さを示しているといえよう。 
 以上のように本論文は、文献史料や絵画資料などにも目配りしながら考古学資料を主として扱い、
初期平安京の実態を考古学的手法にもとづき、古代都城史の中に初めて具体的に位置づけた労作と認
められる。よって本論文は、博士（文学）の学位論文として評価に値する内容を十分に備えていると
判断する。 
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